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審議・承認等事項 

 

議案 内容 結果 

３ 役員の改選 事務局から全役員留任案を提案 承認 

５ 議事 

（１）報告第１号 

 

令和５年度事業報告について、事務局から報告 

 

承認 

（２）報告第２号 令和５年度収支決算報告について、事務局から報告 

 

承認 

（３）報告第３号 

 

令和５年度会計監査報告について、監事から報告 承認 

（４）報告第４号 マリモの保護研究事業について、釧路市教育委員会から報告 

 

承認 

（５）報告第５号 

 

 

シュリコマベツ湾における「マリモを学び・ふれあう場の創

出」の取組について、環境省釧路自然環境事務所から報告 

承認 

 

（６）議案第１号 

 

令和６年度事業計画（案）について、事務局から提案 

 

承認 

 

（７）議案第２号 令和６年度収支予算（案）について、事務局から提案 承認 

６ その他 

（１）令和６年度自然

公園財団阿寒湖

支部の活動内容 

 

事務局から、一般財団法人自然公園財団阿寒湖支部が今年度

に予定している自然ふれあい行事について案内 
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質疑内容 

 

報告第１号：令和５年度事業報告について 

質問 回答 

【阿寒観光協会】 

マリモの観察会を６年生から４年生に変更

した経緯と、水草除去を６年生に実施させる

と決めた経緯を教えてほしい。 

【事務局】 

学校側のカリキュラムの関係でそのように

したいという要望があった。毎年、総会の中

で承認をいただいて続けてきた。 

【マリモ保護会】 

修正しなくてはいけないのであれば、学校と

調整していくべきと思う。１度持ち帰る。 

 

報告第４号：マリモの保護研究事業について 

質問 回答 

【環境省釧路自然環境事務所】 

チュウルイ湾の河口の向きが変わったこと

について、今のところ原因が推定できている

のか。 

【釧路市教育委員会】 

専門家によると、湖岸が堆積傾向にあるよ

うだ。湖岸に打ち上がった水草などが砂嘴の

発達を促していたり、近年の少雨の影響もあ

るかもしれない。 

【阿寒観光協会】 

2016年の夏に大雨があった際に、川から土

砂がすごく流れ込んでいる。土砂の影響で専

門家が言ったような現象が起きたのかと思

う。川の流れがいまのような状況になったこ

とは 35年間で 1回も無い。元に戻せばよい。 

【前田一歩園財団】 

水草があってもマリモが回転するとか、そ

ういうことは本当に信じてもいいのか。それ

を基にいろいろな対策を進めていいのか。若

菜先生はマリモが危機的な状況にあると言っ

ている。マリモの置かれている現状に対する

認識を聞きたい。 

【釧路市教育委員会】 

先月末に文化庁と面談した。今年度から開

始した緊急調査は進めてほしいが、一方で水

草も影響があると思っているとのこと。とは

言え、来年・再来年にマリモが消滅するとい

うエビデンスが示されるのであれば水草除去

そちらを優先しなければならないが、生き物

なので状況が変わることがあり、すぐに調査

事業を止めて除伐に移ることは考えていない

とのこと。今年の調査を基に来年度の除去範

囲を決めて、科学委員会の中で議論して進め
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るということであれば、文化庁も許可できる

範囲での除去は認めていきたいということ。 

【前田一歩園財団】 

たとえば保全推進委員会に、若菜先生に参考

人として来ていただいて意見を出していただ

くとか、そういうことも必要だと思う。 

【釧路市教育委員会】 

どういう参画の仕方があり得るのかという

ことも含めて、改めて事務局側で整理をさせ

ていただければと思う。ご意見は受け止める。 

 

報告第５号：シュリコマベツ湾における「マリモを学び・ふれあう場の創出」の取組について 

質問 回答 

【阿寒観光協会】 

見せる観光ではなく、阿寒の自然をどう理

解してもらうのかが大事。その中で、マリモ

は阿寒の自然環境があるからできるのだとい

う価値観を紹介できる施設だとか、シュリコ

マベツも学ぶ場にしたい。一方で、自然をい

じってしまうことは本当に気を付けなければ

ならない。 

【環境省釧路自然環境事務所】 

マリモをシュリコマベツ湾で見せて、いろ

いろなことを学んだり考えてもらったりする

ために現場の自然が大きく破壊されてしまう

ことは望んでいないし、そのためにやってい

るわけではない。シュリコマベツ湾と温泉街

の関係をよく考えながら進める必要がある。 

地元の人たちのマリモに対する距離感が離

れてしまっているイメージがある。観光事業

者としても、マリモが阿寒湖として弱くなっ

てきたことをすごく感じている。地元の人が

もっと触れ合えるようになったり、体験型の

個人旅行に対応していければ、より良いもの

になっていくのではないか。 

観光で来たお客さんにも地域の方にも参加

していただき、マリモそのものであったり、

マリモを通じて阿寒の人と自然の関わりを伝

えていけるような取り組みになるよう、みん

なで議論しながら進めていけたらよい。 

 

議案第１号 令和６年度事業計画（案）について 

質問 回答 

【阿寒観光協会】 

冬季の水位低下でイベシベツのマリモが押し

つぶされ湖底の泥に埋まってしまったことが

ある。イベシベツの調査をしたことはあるか。

特に３月、４月の時期はイベシベツに行った

ほうがいい。会議の前に皆で現場に行っては

どうか。 

【釧路市教育委員会】 

今年度からチュウルイだけでなくイベシベツ

も同時に調べている。 

 


